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REPORT

���� 年 � 学期（�� 回）
高知県立窪川高等学校
窪川高等学校　� 年性 �� 名
➀ オリエンテーション➁ スクーミーボードについて知る・触れる（プログラミングする）➂ スクーミーボードについて知る・触れる（プログラミングする）➃ 音が鳴るペン立てをつくる（課題解決の練習１）➄ ゴミ箱のゴミが溢れる課題を分析する（課題解決の練習２）➅ ゴミ箱のゴミが溢れる課題を解決する（課題解決の練習２）➆ 学校内の身近課題を発見・分析する➇ 課題の解決方法を考え、形にする（センサの開発）➈ 発表会の準備をする➉「身近な課題解決」発表会

期間
場所
対象
内容

スクーミーボード / コネクタ スクーマーズガイドブック（課題解決をサポートする冊子）学校独自に用意したワークシート
教材

バーチャル空間（スクーミーワールド）に繋いで、遠隔での授業を行った。 生徒は、iPad からアクセスし、プログラムなどは PC で行った。 教室内では、先生が � 名サポートに入り、プログラムに関する質問は、オンラインでスクーミーのクルーが対応した。

まずはそれぞれでプログラミングに挑戦し、知識と技能を身につけた。 課題はグループで発見、分析、解決を行った。コミュニケーションをとって、役割分担をしながら進めた。
実際にセンサを取り付けて、理想通りに動くかどうかを試した。試行錯誤してセンサをつくり、最後には発表を行った。

　
私
た
ち
は
当
初
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
実
現

す
る
部
分
で
う
ま
く
い
か
ず
悩
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
ス
ク
ー
ミ
ー
の
セ
ン
サ
ー

に
出
会
い
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
実
現
に
向
け

て
何
度
も
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。
最
終
的

に
は
納
得
の
い
く
コ
ン
テ
ン
ツ
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
イ
ベ
ン
ト
で
子
ど
も

た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。
自

分
の
「
や
り
た
い
」
が
実
現
す
る
こ
と
の

嬉
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
に
は
あ
と
十
ヶ
月
の
高
校
生
活

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
り
の
高
校
生
活

で
は
、
こ
の
経
験
を
基
に
さ
ら
に
探
究
学

習
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高校生も社会に参画できるの

だという自信がつきました

自分自身がどのように

成長したか教えてくだ

さい︒
参加した高校生に聞いてみました！

　
普
段
の
高
校
生
活
で
は
お
会
い
す
る
こ

と
の
な
い
メ
ン
タ
ー
の
方
々
に
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
伝
え
る
と
い
う
機
会
は
と

て
も
貴
重
で
し
た
。
企
業
様
と
協
力
し
て

コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
り
し
た
経
験
を
通
し
て
、
社

会
を
見
渡
す
視
野
が
広
が
っ
た
気
が
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
高
校
生
の
自
分
た
ち
で
も

社
会
に
対
し
て
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
だ

と
い
う
自
信
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
が
自
分
た
ち
と

同
じ
高
校
生
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
自
分

と
同
じ
年
代
の
仲
間
た
ち
が
頑
張
っ
て
い

る
姿
を
見
て
、
自
分
た
ち
も
負
け
て
い
ら

れ
な
い
な
と
い
う
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な

り
ま
し
た
。
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参加者の声
鬼ごっこU-100
山梨県立甲府第一高等学校探究科2年生

高知県立窪川高等学校
高知県立窪川高等学校で学校生活を便利にするためのセンサーをつくり体験プログラムを行いました。課題を見つけ、分析し、解決するという課題解決型の授業です。

高等学校の事例




